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要旨： 小学校学習指導要領（平成 29年告示）には、「主体的に学習に取り組む

態度」の観点から「自らの学習を調整する態度」についての記述がある。

特に主体的な学びとして、見通しをもって学ぶこと、学習活動の振り返り

を次につなげることが求められている。そこで、本研究の目的は、小学校

社会科で自己調整学習（Self-Regulated Learning：SRL）の考えを取り入

れ、教員が形成的フィードバックを行うことで、自己調整学習を促進でき

るかを検証した。小学校５年生に①課題把握の工夫②単元計画の見通し③

自己調整カード（以下学ループと呼ぶ）の蓄積と活用④単元構成の四つの

工夫を行った。さらに、授業前のガイダンスと評価セッションを行ったこ

とで、自己調整学習が循環し自己効力感や自己評価力の向上が見られた。

またどのような形成的フィードバックが効果的かについて一定の効果が得

られた。意図した形成的フィードバック以外の教員の役割や子供同士のフ

ィードバックの効果について検証することや、系統的な自己調整学習を取

り入れた授業実践を継続することが今後の課題である。 
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小学校社会科における学びの自己調整学習を促進させるための形成的フィードバック 

                                             香取 桜子 

 

１ 問題意識と実践の目的 

１－１ 問題意識 

グローバル化の進展や情報化など、急速な社会の

変化に伴い予測困難な時代となっている。このよう

な時代に生きる子供たちにとって、生涯に渡って学

び続ける姿勢をもち、自ら学んでいく力を育成する

ことが求められている。小学校学習指導要領（平成

29年告示）では、「主体的に学習に取り組む態度」の

観点から「自らの学習を調整する態度」と「粘り強く

学習に取り組む」ことについての記述がある。特に

主体的な学びとして、学びに興味や関心をもつこと、

あるいは見通しをもって学ぶこと、学習活動の振り

返りを次につなげることが求められている。さらに、

教員や他の児童の言動から受動的に学習を行うので

はなく、自分の力で学ぶプロセスを知り、学習を進

めていくことの積み重ねが重要になると考える。 

東京都教育ビジョン（2024）では「授業では、課題

の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで

いる」という質問項目に対して、児童・生徒より教員

の認識が高く、子供一人一人の学習の進度や興味・

関心の度合い、発達の段階等に応じた学びの実現に

向けた指導が必要であると指摘している。 

このような現状から、子ども一人一人が学習を進

める中で、自ら見通しをもち、学びを進められるよ

うにしていくことが重要であると考える。 

 

1－2 実践の目的 

加藤・町（2021）は、社会科の問題解決過程を自己

調整の３段階と関連付けて整理することが必要であ

るとした。また、岡田（2022）は、英語や算数や数学

での実践が多く、自己調整学習の主要な三つの要素

全てを扱っている研究は少なかったと論じている。

このように、自己調整学習に関する研究において、

他の教科や領域では今後の取組が待たれているとこ

ろである。 

一方、山本（2015）は、「形成的フィードバックが

学習の調整に有効に機能しているということが明ら

かになった。」と述べている。しかし、この研究では、

子供が学習調整していく過程で、教員からのフィー

ドバックをどのように受け止め次の学びに生かして

いるのかに関しては、その効果を明らかにすること

が課題として残存してしまっている。 

以上を勘案し、本研究と実践では、小学校社会科

の問題解決的な学習過程に関連させた自己調整学習

を促進させるための形成的フィードバックを検証す

ることが目的である。 

２ 先行研究 

 Zimmerman（1989）は、「自己調整」を「学習者が、

メタ認知、動機づけ、行動において、自分自身の学習

過程に能動的に関与していること」と定義している。  

このようにして進められる学習が自己調整学習で

あり、自己調整学習方略、自己効力感、目標への関与

が、その重要な構成要素として捉えられている。自

己調整学習のプロセスとしては、「予見」「遂行コン

トロール」「自己省察」の３段階で構成される循環的

なプロセスである。自己調整学習はサイクルとして

捉えられ、そのサイクルを何度も繰り返しながら学

び方を続けていくことになる。つまり、自己調整学

習は次の学習に生かす循環モデルである。 

また、Ｂ・Ｊ・ジマーマン（2014）は「内省段階の

反応は、その後の予見の目標設定、計画、その後の学

習への努力に関する動機付けに及ぼし、自己効力感

の増大を示す。」と論述し、主体的な学びには、学習

意欲や自己効力感を高める必要があるとしている。 

自己調整学習を促進させる教員の形成的フィード

バックについて、山本（2015）は「形成的フィードバ

ックについて教師が理解を深め、授業で活用できる

ようになることが望まれる。」、「学習の改善のための

情報をもどす事が必須である。」と形成的フィードバ

ックの重要性について言及している。フィードバッ

クを与える際の注意点として、ハッティ（2018）は、

「フィードバックを受け取り、それに基づいて行動

するのは学習者であるということである。問題とさ

れるべきはフィードバックを学習者が受け止め、そ

の内容を理解したかどうかということなのである。」

と述べている。 

以上の先行研究や先行実践から、児童が主体的に

学習を進めるために、小学校社会科の問題解決的な

学習過程に沿って自己調整学習を取り入れることで、

児童が主体的に取り組むことができるようになると

考える。小学校社会科の中の学習過程に自己調整学

習の考えを取り入れて実践し、教員の役割として自

己調整学習を促進させるための形成的フィードバッ

クを通して本実践で検証することとした。 

 

３ 対象及び検証方法 

３－１ 対象 

・対象学級：都内公立小学校 第５学年 ２学級 

（Ａ組27名、Ｂ組27名） 

・時  期：2024年10月下旬～11月上旬 

・教  科：社会科「くらしをささえる工業生産」

「自動車の生産にはげむ人々」 
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３－２ 検証方法 

授業前アンケートは2024年９月に実施し、授業後

アンケートは同年11月に実施した。児童が主体的に

学習に取り組む態度に関するアンケートの尺度は、

櫻井（2019）の「主体的に学習に取り組む態度の五つ

の要素と九つのポイントの項目」尺度と松田（2020）

の先行研究を基に作成した。小単元の授業の中で興

味・関心、目的、目標、自己調整、粘り強さ、自己効

力感、自己評価の要素にどのように影響を与えたか

を評価するために、実施前後に 10項目（４件法）か

らなる質問紙調査を実施する。教員の形成的フィー

ドバックは事前に単元の学習過程と自己調整学習理

論の３段階に自己調整学習理論の３要素「動機づけ」

「学習方略」「メタ認知」が行われるようにして、抽

出児童の記述をもとに評価した。抽出児童の選定に

当たっては、以下の点を考慮した。 

まず、学級担任が評価規準に沿って、それまでの

社会科学習についての日常的な取組状況を基に、２

学級の中で、Ａ層、Ｂ層、Ｃ層に属すると判断した各

層４名ずつとした。Ａ層とは、これまでの学習過程

で学び方の記述内容が学習を進めるごとに詳しくな

っていった児童であり、Ｂ層とは学び方についての

記述があった児童、Ｃ層は、学び方についての記述

が単語等もしくは抽象的な回答が多い、あるいは殆

ど記述がない児童である。 

児童には、オンラインで行った筆者作成の自己調

整カード（以下、「学ループ」と呼称）を活用して学

びの振り返りを記述し、回答するよう求めた。さら

に、各小単元では「つかむ段階」「調べる段階」「まと

める段階」の３回にわたり、教員が形成的フィード

バックを提供した。各学級の抽出児童の学ループの

記述の変容をコーディングし共通するキーワードを

抽出しカテゴリー化する。教員の形成的フィードバ

ックは、山本（2015）と土屋（2023）の学習者の自己

調整を促進させる形成的フィードバックの基本を参

考に筆者が作成し行った。 

 

３－３ 研究倫理 

アンケートの実施にあたっては学校長の許可を得

るとともに、対象児童には結果は研究において使用

すると説明した。また、倫理的配慮として、得られた

回答は個人が特定されるように扱わないこと、研究

以外の目的では使用しないことを伝え同意を得て実

施した。 

  

４ 授業実践 

４－１実践の概要 

 学習指導要領社会科第５学年内容（３）に該当す

る小単元「くらしをささえる工業生産」と小単元「自

動車の生産にはげむ人々」を実践した。本報告書で

は、小単元「自動車の生産にはげむ人々」の内容を中

心として取り扱い、小単元「くらしをささえる工業

生産」についての実践に関しては紙幅の関係から概

略を記述することにする。 

 

４－２ 主体的に学びを進めるための授業デザイン 

① 導入の工夫 

課題把握（つかむ）では、児童にどのような自動車

に乗りたいかについて、アンケートを取り、自動車

の年間の生産台数の変化と自動車企業の願いをも踏

まえて追究したくなる導入の工夫をした。 

 

②学習計画の工夫 

児童が学習計画を作成する際には、学習問題をつ

くる際の疑問や予想を活用した。追究の視点として

「自動車の作り方」「他の工場（関連との関わり）「完

成した自動車の運び方」「自動車の開発」を調べてい

くことを学習計画ボードに記入し、いつでも見通し

て追究できるようにした。 

 

③問題解決学習の過程に沿ったオンラインによる

「学ループ」の蓄積と活用  

学習支援ソフト「オクリンクプラス」を使って、

「つかむ」「調べる」「まとめる」「単元を通して」の

振り返りを基に、単元の学びを児童自身が可視化で

きるようにした。また、特別活動の時間を活用して

「次に１番がんばりたいこと」とその理由、「伸ばし

たい力や生かしたいこと」を踏まえて次の学習目標

を考えて立てるようにした。さらには、次の学びに

必要なことは何かを見通し、全体をメタ認知しやす

いように学習支援ソフト「マイボード」を活用しい

つでも見ることができて、他の児童の振り返りの記

述もモデリングとして見られるようにした。 

 

④ 単元構成の工夫 

 追究場面では、調べる課題や順序を選択し、調べ

ることを明確にした。３時間で調べるように授業設

計した。また、学習問題を解決するために、自分の

進捗状況を教室前面のホワイトボード上で明らかに

し把握できるようにした。内容については、資料の

選択、調べ方、時間調整や交流の仕方等を自己調整

しながら学びを進めるように促した。 

 

４－３ 「学ループ」のガイダンス 

自己調整学習については、授業に入る前に、

Zimmerman（1989）の自己調整学習における３段階

の過程と三つの要素を援用しガイダンスを実施し

た。児童には、「学び方」のモデル図を用いて学ぶ

プロセスの３段階に沿って具体的に説明を行った。

自己調整学習は学習時だけでなく、生活全般にも応



用できる取り組みであるため、自己調整学習サイク

ルの視点を児童に分かりやすく提示し、自己調整学

習のサイクルについて日常生活を含めて振り返っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４ 「学ループ」の蓄積と活用 

自己調整学習の概念を活用し、社会科問題解決

過程に即して、「見通し」を「つかむ段階」「実行す

る」は「調べる段階」「振り返る」については「ま

とめる段階」と認識し、学習の最後に学ループを

活用し「学習を通して」の振り返りを行った。この

ことにより、自分の学び方を振り返り記述しこれ

をデータとして蓄積していくことができた。前の

単元の自分の学びと比較することもできた。（図１） 

さらに、自分の振り返りに対しての教員からの

フィードバックを基に、自分の学びがどうだった

かを、◎、〇、△で自己評価し、その評価であるこ

との理由を記入し所定の提出ボックスに提出した。 

  なお、学習の振り返りだけで学びを終わりとす

るのではなく、自己評価を通じて学びを振り返る

ことで、児童は次の学びに活かすことができる。

学びの成果を自己評価することを通して、よりよ

い学びの在り方を生み出していく自律的な自己改

善過程、つまり自己評価力を育てることにつなが

っていく。このことについて田中（2010）は、児童

が自己評価を行いながら学びを見直す取り組みが

必要であると述べている。つまり自己評価を行い、 

自分の学びを振り返ることで、児童は次の学びに

活かすことができるものと考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校社会科の問題解決的な学習過程「つかむ」「調

べる」「まとめる」に沿った、オンラインの学ループ

で自己調整学習理論の３段階「見通し」「実行する」

「振り返る」と三つの要素「動機づけ」「学習方略」

「メタ認知」が働くように、児童の振り返りに対し

て、山本（2015）と土屋（2023）を参考に、児童の取

組や反応を基にして教員のフィードバックについて

分類し、活用した。分類したフィードバックを教員

から児童一人一人に返した。 

 

５－１質問紙調査の結果  

単元の開始前と終了後に質問紙調査を実施し、変

容を分析した。表１は、児童の主体的に学習に取り

組む態度に関する項目の変容を分析した。10項目で

構成され、各項目４件法で回答を求めた。授業前後

のデータを基に、ｔ検定（１対の標本による検定）を

用いて分析した。 有意水準を５％として t検定を行

った結果、項目７「学んだことを振り返って考える

と、自分の考えに自信をもつことができる。」項目 10

「学んだことをみんなや友達とふり返ると『こんな

いい考え方があったんだ』『友達のやり方も使ってみ

よう』などと感じる。」の質問項目について有意な差

が見られた。 

図１ 学ループカード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 「学ループ」の振り返りの児童の変容 

事前にＡ層、Ｂ層、Ｃ層の記述を基に分けた基準

で分析した。最初と２番目の単元の振り返りの記述

をＡ層からＣ層に分けて、その変容を見取った。Ｂ

層からＡ層へ（表２）Ｃ層からＢ層へ（表３）統計的

な結果から、５％水準で有意な差が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 教員の形成的フィードバック 

社会科の学習過程に沿った例である。「つかむ」段

階では、「この学習目標で学習問題が解決できそうで

すか。」「この学習目標でいけそうですか。」等と目標

や課題に焦点を当てて、自分で目標や課題を意識で

きるようにした。 

「調べる」段階では、「自分の学び方がやりやすい

か。難しいか。」「〇〇の方法もありますよ。」等と事

実的説明や子供の学習状況の中での対話を踏まえて、

自分の学びの現状把握ができるように意識した。 

「まとめる」段階では、学習目標に対して振り返

り、「前回と比べて、学習目標を意識できたか。」「学

習目標に対して何が意識できたか。」等と学習改善と

行動を促すことを大切にした。 

上記のフィードバックを受け止めて、児童の記述

に「見通す」では、「うまくいった。なぜなら、学習

目標を意識して、学習できたからです。」 

「実行する」では、「うまくいった。なぜかという

と、問いに対して調べた事をたくさん書けたからで

す。全体で交流して分かった事が増えた。」 

「振り返る」では、「できたことは、調べる→考え

た事→まとめを全て自分でまとめることができたか

らだ。学習目標を意識して、この学習を生かして交

流も友達と関わりうまくなりたい。」との記述があっ

た。 

表１ 質問紙調査結果に基づく事前・事後比較の t検定分析（N=54） 

表２ 振り返りの児童の変容（Ｂ層からＡ層へ） 

変容（Ｂ層） 

 表３ 振り返りの児童の変容（Ｃ層からＢ層へ） 

 

 

アンケート項目 M（前） M（後）
SD

（前）

SD（後）
t値 ｐ値(両側）

1 社会科の勉強は楽しいと思っている。 3.26 3.24 0.67 0.64 0.22 0.82

2

社会科の授業では、目標をもって学んでいる。

社会科の授業では、勉強では何のために学ぶの

かを分かって学んでいる。

3.22 3.35 0.69 0.58 -1.3 0.19

3
何が分かったのか分かっていないのかを確か

めながら社会科の勉強を進めている。
3.33 3.28 0.67 0.73 0.53 0.59

4
自分なりに工夫して社会科の勉強に取り組ん

でいる。（友達や先生と交流して）
3.49 3.43 0.57 0.59 0.65 0.51

5 あきらめないで、じっくり取り組んでいる。 3.43 3.47 0.62 0.68 -0.37 0.7

6
社会の授業では、勉強はやればできると思

う。
3.5 3.58 0.74 0.49 -0.66 0.51

7
学んだことを振り返って考えると、自分の考

えに自信をもつことができる。
3.01 3.3 0.78 0.66 -2.52 **0.01

8

社会科の授業の終わりには、自分がその時間

の学習でどんなことが分かったかふり返って

いる。

3.16 3.32 0.79 0.69 -1.27 0.2

9

社会科の授業の終わりには、自分がその時間

の学習にどのように学んだのかをふりかえっ

ている。

3.2 3.2 0.76 0.68 0 1

10

学んだことをみんなや友達とふり返ると「こ

んないい考え方があったんだ」「友達のやり

方も使ってみよう」などと感じる。

3.16 3.45 0.9 0.6 -2.12 *0.03

                  ＊ｐ<.05  **p<.001        M平均値　　SD標準偏差



６ 考察 

質問紙調査の項目７では、５％水準で、統計的に

有意差が見られた。このことは、学ループを活用し

た振り返り活動を通じて、児童が自身の学びを客観

的に捉え、具体的な改善点を認知できたことに起因

していると考える。つまり、学習目標を立て、見通し

をもち学びを進めることによって、動機付けや自己

効力感が高まり、主体的に学ぶ姿勢が見られた。 

また、項目10でも、５％水準で、有意な差が見ら

れた。このことは、主体的な授業デザインを通じて、

友達の学びをモデルとして共有したことも大きいと

理解する。 

また、「次に伸ばしたい力」の記述内容を単元前後

の結果、Ｂ層からＡ層の児童は、見通しから学習方

略が具体的になり意識的に使おうとしている様子が

うかがえた。Ｃ層からＢ層の児童は、自分の方略が

具体的な行動目標で明確になっている様子がうかが

えた。 

これらの変化は、振り返りと協働を通じて、自身

の学習状況を客観的に捉え、自分で方略を選択でき

る授業構成などの環境も関係していると考えられる。 

その一方、社会科の学習理解には個人差が見られ

た。その原因としては、教科の理解と学び方を一緒

に振り返ることで教員の支援や環境、理解の振り返

りが不十分であったことや、更に教科の方略のモデ

ルを示したり環境設定したりする必要があったため

と理解する。 

以上を踏まえると、自己調整学習を循環して自分

の学びのプロセスをコントロールしながら、改善し

行動に繋げていく自己調整学習を小学校段階から継

続的に行う意義は大きく、学習プロセスに密接した

教員の形成的フィードバックを行うことは自ら学び

を継続することに一定の効果があると考える。 

 

７ 本研究の意義と今後の課題 

７－1 本研究の意義 

本研究の意義は、主体的な学びを進めるために、

小学校社会科の問題解決学習過程に沿って、自己調

整学習の視点を取り入れて、どのような教員の形成

的フィードバックが効果を示すのかについて一定の

見解が得られたことである。 

つまり、自分の学びのサイクルを循環することで

自己効力感の向上や自己評価力の向上に効果が得ら

れたことが明らかになった。 

 

７－２ 今後の課題 

一方で、課題も残る。質問項目７と 10以外には

統計的に有意な差が見られなかった。つまり、教員

の形成的フィードバックを受け止めて、そのフィー

ドバックが児童の学びの調整や改善行動の変容にど

の程度寄与したのかについては今後詳細な分析を行

う必要があるという点である。このことについて

は、今後は自己調整学習の学習方略に焦点化して形

成的フィードバックとの関連を考えていく。 

また、教員の介入だけでなく、児童相互に、フィ

ードバックを行い、学習を調整し、自ら学びを進め

るようにしていくことが主体的に学習に取り組む態

度の育成には重要であると考える。そのためには、

自己調整学習を取り入れた授業実践を進める必要が

あると理解する。 

今後は、社会科だけでなく、他教科や領域に範囲

を広げ研究を進めたい。 
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